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京都府植物誌目録ノート完成　2月15日

昨年4月に村田源・光田重幸・上島裕・山本雅晃・山村武正の5人が京都府下始めての植物目録ノートの発刊を進めると決め、京都府の地域力再生プルジェクトへの補助申請を行いました。これを受けて里山の会理事会や事務局会議でその具体化を諮ってきました。とにかく京都府下で発行された植物調査結果を記載している冊子35冊を読み解きパソコンへの打込をする膨大な作業・気の遠くなる作業を一人でコツコツ行ってこられた上島顧問のデーターを基本にして作業開始。この作業の中心を上島裕顧問に担ってもらい、里山の会が支え役として加わりました。連日の集中作業が応えたのか、上島顧問が猛暑の8月に体調を崩されるハプニングが発生、作業がストップしました。予定していた11月の名古屋でのCOOP10には間に合わないことがはっきりしたので、時間をかけた取り組みに切り替えました。12月に第1次原稿が手元に届きました。15000項目を原本資料と照合する作業（下準備）が大仕事でした。これが想定外の大作業量で知恵を絞りました。12月20日ごろからパソコンチームとパソコン操作が出来る人に協力を求め、人海戦術の展開となりました。里山の会の現勢力に集合いただき、意義と目的を伝えて、年末も正月もない、やれるだけやるのだと悲壮な決意で取り掛かっていただきました。12月25日に仕分けが何とか出来上がり、これから本来作業の開始となり、校正と修正の同時進行です。ここでも総勢力にご奮闘をいただき年末に一応完成にこぎつけ、正月3が日に分割分担したものを集約して、事務所開きの4日は新年の挨拶もそこそこに集中作業を開始、20日に印刷原稿渡しと決めて突貫工事を繰り広げました。胸突き八丁の最終作業（追加原稿の挿入とそれに伴う割付修正）は徹夜作業を何日も繰り返し、やっとのことで印刷原稿が出来上がったのは1月29日の夜遅く午後11時でした。2月15日納品となりました。
里山の会では、このノートの発刊を契機に京都府下の植物への関心が高まり更に充実した京都府下の植物総覧を完成させていくきっかけになればと期待しています。又更に大きな役割を果たさなければならないのではないかと思います。
京都府植物誌目録ノートの提供
ご希望者には　3000円+送料180円の活動協力金の送金者に送付させていただきます。冊数に限定がありますので先着順で受付けさせていただきます。（受付けは2月28日～3月10日迄）

里山の会員さんにはNPO設立10周年記念として事務所まで受け取りにお越しいただきますと無料で提供することにしています。（2月28日～3月31日まで）

第3回木津川展始まる　13日～19日まで

実行委員会形式で取組み14団体から出展がされ、昨年より更に充実した展示会となっています。1年間かかって作製されているバードカービング原寸大で製作されているので剥製と見間違う出来栄えです。カワセミを狙っている写真家の展示も興味が惹かれます。一階の展示では水質調査、環境に関する問題提起、そして２階では里山の樹木のクイズ、スライドによる説明、屋上では木津川沿川の景色が360度見渡され葛城山、愛宕山、比叡山が見られ、足元には歴史の川木津川が悠々と流れています。西には生駒山東には三上山が眺められます。19日土曜日午後3時には閉館となります。

12日冬の野鳥観察会　最高の45人の参加で大盛況

瑠璃色のカワセミが観察できて皆さん大感激

木津川展の開館とあわせて恒例の野鳥観察を開きました。講師は山城地域きっての植田光弘さんにお願いしました。フィールドスコープの操作や、コースで見られる野鳥の特長、何よりよりも耳からしっかりさえずりなどに注意して観察しましょうと心構えを聞いて堤防に出ました。今回は出発がスムースに出来たので観察時間に余裕があり、かなり落ち着いて観察できたこともあって、これまでに無く多くの野鳥と出会いました。33種を確認しました。短時間にこれだけの野鳥を確認できるところはあまり無く、素晴らしい観察コースです。大切に守り続けて生きたいと思いました。昨年には見られなかった蛍光灯の不良品が投棄されていて、子どもたちに不測の事故が起きないよう気を使いました。
19日　炭焼き体験の二日目　多数のご参加をお待ちしています。1月15日に原木を伐採して少し乾燥させておいていよいよ炭焼き窯に入れて着火をします。午前中に終了する予定です。皆さんのご苦労が一週間後には素晴らしい木炭になって生まれ変わります。薄い煙が黒い煙に変わりもくもくとでて着火が確認でき、そして白い煙に変わり、吸い込み口を密封して一週間後には、窯の温度が下がり窯から炭を出すことになります。
40年前まで多くの家では、土間の台所のおくどさんでしばを燃やして割木でご飯を炊きました。その隣で七輪で炭（木炭）を燃料にしておかずを煮炊きしたり、冬には座敷の火鉢に炭を入れて部屋の暖房をしたものです。そして火鉢を囲んで家族が揃って色々話を聞いたり話したりする一家の団欒がありました。
今年度は設立10周年記念の年です。　250人の会員になろうとご入会を呼びかけています。　　絶大なご協力をお願いします

やましろ里山の会 メール　fddbw257＠ybb.ne.jp　
電話0774－64－4183　
ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/　


















